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では、変身を遂げる窃となるJ I）文化的パフォーマンスのひとつと・してA : •• 






































































I ) J.J. l!acA loon, 光延明洋訳；文化的パフォーマンス， 文化理論，




























ト号｝峰 せる自然の全体性、輿世界への憧債をもたらすものといえるo II 
初期の人類学者においては、 Ja白esG. Frazer ”にみられるように、自
然鍛存、王殺し、トーテミズム、タブーなどのテーマで、宗教や呪術の
象徴性が研究された。しかしながら、今日の象徴研究へのE互依約影容を








C. L~v i =Straussを初めとする社会、文化における深脳機造という概念形
店主にひとつのm要な修響を与・えた。
この深層への注目という新たな見方を繍界として、 1920年代の文化人





































し、文化事自民が伝速するメッセークを人闘の文化的営為とする o I t l 
現実の多続性と象徴への関心、更に深層を理解しようとする研究の傾
向lま、 M.ldaus sの後に、 C.L~v i •Straus Sが鋪象的なシステムとしての締











































































( l ）紳鉱の統念 一 社会心迎学・心理学の1.l点 一




















V. Turnerは、神話の~fl として、 文化的側函、心理学的側面、
（フロ側面から述べており、特に、心lJ.l学的側面について、 Freudians
〈ネオ ・フロイト派）及びC.G. Jungを挙げてイト派）とNeo-Preudians 
いるのでこ こに心理的側面からの神話の定義について付記する。彼はc.







の表現“原初的イメージ”もしくは、C arc he types) “犯童話”4こ関する
としていること地、ら、1 ll である。 J“心理学的 リアリティー”としての
神路は、 C.G.Jungにとって 「人聞が本滅的に持ち、総毒まされていく 心漣






フロイト派、 ネオ・ フロイト派の人々 のと述べ、f皇官に重量れる。 J’0)
神路の定義を 『生命の危機が “抑圧の事事発” として再び儀礼、神話に袋
れることからリミナルなシンボリズムの無意識的な愈味治的織成要紫に、




































①B. K. Ila Ii nows k iから





























③C laude L~vi=S traussから
ここまでの神話は、米関民族における物絡としての神話を定殺してき




























により、〈器用仕事） するのだという考え方） . .,fbricolage J いて
















＜•・，.. . . . . . . . . 
るために人間が潜在的にもつ、像やス トーリーの3震をたよりにして織豊富
されたモデルである。 JS削














'" . ;J議十円照； ：.~~~ 
しかければ、ただ怠織のレベルでだけそうであると恩いこんぜい以内会戸内
すぎないのであって、突は自分でははっきりと怠殺していないけれども4段、日司会j
















論文の視点 ー その思想の系議 ー でふれたとおりである。

















. "・' ' . :, '"
人類学のモノグラフ、絵画の展示、映画といった続々な文化の象徴的行
動や形態がある。 J• U と述べているように、思考の潜在的な枠組を形
成するための神話を象徴的に伝達するものがパフォーマンスであるとい


























































































的焼事Eに反し、混沌とした行為をヤン ・ムカジョフスキー （チ zコ機造

















0 ‘. ' ． 
州機ィスクール）の持軍成単位である 記号を考えるとき、人1)＜~織的にZ己号を
;re,，；，ぷん .. . ~＿，， 利用する際に与える定義による怠味作用だけでなく、形態そのもの。め ：＇！l~執がねばr
快不快を含めた滋沢の廊践を恥主体の意識とのかかわり合い方とし 明治験





























神話を、 「自然化されたコノ テー ションJとし、人聞の共同体において・ ・．．．．．．




されるものを縛絡と呼ぶのである。 （詳しくは、第2宣言 l . ＊研究の
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によ ってなされると述べている．波 1) 
( 2) Robert to Da Malla；祉会の〈内なる〉スポーツ 国民fl］・箇
民祭としてのフットボール・3
制 ← -2 6 -
． 






































（東 一西、山 － Jl、天 一 地など）は、民俗的想像力の中の有効な
・・ ・・・．．．．．．
停車Eとして、文化の中の現実の様々なレベルで潜在的に存在する嫌々の
－－．． ．．． ．．．．．． ． 
対立する要素を記号化 し、表面イtし、遊戯の世界に組み込むための絡組
を提供していると絡んでいる。
( 4) Victor Turner; li111inal to Lil'linoid, in Play, Flow and 
Ritual: An Essay in Comparal ive Sy面bology・2’












ーコスモログーの阪剣が鋤くところ ー であるとする． このコスモロ
ヅーの原則jこそが社会の 「持軍法』に影響~及ぼす原機造システム（proto司
structural syst e岨）であるという。 このようなコスモログーは産業革命
以liの宇士会において儀礼、神話、民話といったもので把握できたが、 Jj!







( 5 ) Susan Bi r『E1 ; Sp r o t asR i tu a I : I n t erpre tat ions fr om 
Durkhe i田 toGo f man・.) 
































( 6) Alyce Taylor Cheska; Sports Spectacular: The Social 





















































( 7) Mary Jo Deegan, Mi cha el Stein; A圃Erican Dr a田aand Ritual: 









して、 l.Go Cf man のドラマツルギーのパースペクティプを結合すること
から理解しようとしている．













( 8) Margaret Car Ii sl e Duncan ; The Sy阻』olicDement i o白sof 
Spectator Sport・＂
I. C. Duncan！ま、 スペクテイター ・スポーツが以下の6つのことをシン
ボリックに雪量現しており、 このことからスペクテイター ・ス ポーツ tJ~
人々にとゥてどのような愈味をもたらすかをさぐろうとしており、以下

















( 9) Richard Ripsky; Toward a Pol it ical Theory of American 












(10) Scotto Ki l副er;Sport As Ritual: A Theoretical Approach・3 ． 










びついて適当な言策できい表せないE思考を行為によって表現するJ ( E. 














としている．Huizingaは、 スポ ツーの世界を霊なる世界として“四agi c 
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l対戸干h理・－••＜~ － 川町一・-－ 
H… :?t~懸窓
ぞ建区一う士，.1;－ きて、 以上の先行研究の問題点をあげてみれば、 ひとつは、干しとしてのスポーツから見い出されるとしているにもかかわらずどのよ
る． そして、実験にスポーツ ・イベントを見ている入がどのようなコン
テクス トにおいて解釈をしているのかについての実証研究がC.Geer t.zの






















• R. H.Prisuta……テレピ ・スポーツへの銭触が保守主義・復威主豊島・
ナシ gナリズム君事の政治的価値を伝途、繍強しているということを調
査で明 らかに している。 7., 
• A.Clarke, J.Clark t・…テレビ ・スポーツへの後触が鮫争を伴う個人
主義、能率 ・生産性、社会的アイデンティティ、佐役割といった価値
そ織強するという 0 Ill 
• M. R. Real ……アメリカン・フットボールのス－.1－（ーボウルをテレビ中
継することは、神宮古をつくり上げるとし、スーパーボウルの内的機進
からも分析している0 f i J 
• I. H i1mel stein……なぜ、テレピ・スポーツが価値システムを後すの
かについて現代ア メリカの神路から考察している。 r.,
この中から以下で、橋本純一、 M.R. Rea lそしてH.limmelsteinの研
究を取り上げて検討することで神話研究の動向と問題点を明らかにし、
本鎗文の分析枠組儀袋のための一助とする．






























図 I-I .テレビ ・スポーツにおける援現業分類
結果として、大相績のテレビ中畿は臼本における支配的価値やイデオ
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する。
って r'1l Jと f俗Jに分離し、 4英範的なヒーローと同一視怠せるとじた







































. ~L i'~ ＇.上昇することで、倒人の生活意識を集団的な感情に転化し、 支削 ’；： 
な価値を務布し、強化されるとしている。フットボールの内的機造、そ 三い’







ィア ・スポーツの神路約織能から説明できると論じており、スーパーポ. ｝~.，， 
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なプロセスにおける盟なる級紙すなわち永遠の真実に変化させるもので ·； ~~~J~~i 
あると言う・従勺てMi絡は、現実としての社会関係をありのままに見守 、々えi
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際の文化的脈絡 （コンテクス ト〉 での解釈といった3つの側節からアプ
ローチすることが不可欠であるという認織を得た。
この節では、 まず 2) テレビの神話作用分街一方法と しての記号学
から一 3 ）実際の文化的脈絡（コンテクスト〉での解釈一方法とし
てのコンテクスト分析から ー についての方法鈴的機拠をRolandBarlhes 
の聖霊倫から示す．


















































（花絵光；ロラン ・ バルト．みすず•E号. 1985, p. p. 42-4 3.) 
テクストとして ジャンル 作 回白目
サルトル 話封榊2祥 得l!lのエクリチュー J凶（1953)
マルクス 榊舘作用』（ゆ57,1970) 
ブレヒト
ソシュ ルー 記号 学 f記号学の原理』 (1965)
fモー ドの体系』 (1967)
ソレルス テクスト性 rstz1 0910> 
ヅaリヤ・クリステヴァ 昭E号の積雪』(1970)
デリダ，ラカン fサド，フー リエ．ロヨラJ0971) 
噌”テ





なわち rある事実がそこに導入されなければならないo J SJ f lJ~J と
『窓味JIi同時に与えられたものだ。事実なるものは存在しない。ある
のはただ解釈だけである。“として、人間が夢物を解釈する雪露の意味
に絶対的価値をお く。このき絡至上主義といえる発惣は、 R.Bart hes n< 
権力について怒る時でも徹底している。Barthesにとゥて『権力Jとは、
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彼によれば、 『神話Jとは、 r自然化さ れたコノテーションj と見る







ありなが ら、強制されていく lI’と ころに織力を見、その神績を明るみ
に出し、破織するこ とに白根をおいたのだ。そして、 『イ デオロギー的
なものJを、 『自然なもの』と して しまう、つま り「言表のまヲ たく偶
発的な彼拠Jが『良滋J、 r規範』、 rt控除』として適用するこ とにな










~ (Conte nu）』を持ち、これらふたつの問の f関係（Relation）』が愈
味作用に相当するとし、それぞれを E. C, Rとあらわした。そしてこ
のεCR という体系が今度はもうひとつの体系の単 f~ る要素となり、第
iの体系が第2の体系にはめこまれる溺合を考えると、ふたつの完全に
5翼な。た形で起こるふたつの対立した集合体が生じる’”これらふたつ
の体系が『入れ子』体系である． （図2-2 . 重量照〉
l 占斗..£.， l ＆ふ£：，；






























デノテーション Sa I I Se 1 
メタ宮 Hf Sa 2 Se 2 















Sa 1 Se I 
Sa 2 Se 2 
Sa 3 レトリック ・修紳 Se 3 イデオロギー・観念形態
図 2-4. 神話のモデル






























り返す、記号の過程｛セミオーシス）が無限に綾＜ • I ＇”というので
ある．ひとつの司王象・事物をデノテーシ E ン／コノテーション図式を構
進化したモデルにあてはめ、~味を固定化してしまう記号学から、.象
















( 3 ）社会をテタストとして捉える こと ーコンテク スチュ7リズム
の可能性一
テクストは、古典的愈味において、ただひとつの安定した慾味を縫み




考えれる合法性を持つ文章なのである 0 • u すなわち、この愈味でテク
ストは、時間や忘却に対する武宮古として、また皮史的に無数の制度つま
り法律、 『教会』、 文学、教育などと密綾に結びついて、 211 ひとつの
歴史的事実と出来事が、記号（字句、パラグラフ、軍｝の嫁介によって
分析、解明された唯一真実と考えられるものなのである。
しかし、R.Barthesは、 B.A.IV. Russe 1, t,.官ittgensteinの論盟学が、
真実はひとつではなく個々人で災なるという個人の心的把握〈現象学）
































































こうしたことから、 持需の記号学的分肝と テクストとしての フィ ール
ドワー クー 解釈の王車場への注目 ー との両方にスポ ットモ当てること



























その点、調署長ー は、特定個人の待つ f信念』 、特定集団の持つ『信条J
を踏まえて、 『ある程度理念的にI!:序されているところの鍛念の形態及
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びその体系j をイデオロギーと1.6!え、













ここ では、マス ・メディ 7の恕翁を視線した後、具体的な分析梓総を
提示しながら方法論を述べる。
①マス ・メディア型鎗と神話分析
マス ・メディ 7の理諭は、今日Oenis llcQuai lがメディア理鎗マップ





















































































図 2-5 . メディア理倹マップ
． ． 
の3つを上げている．本論文でl;i、社会的 ・文化的な背景に基づく j
ディ 7内容の意味作用 ー 神話 ー について考祭するため特にメディ 7










般も·~であると D.&tcQu a i lは述べている。傘”そして、マス ・コミュニ
ケーショ ン過程における最も呉体的かっ明快で、また級も研究に対して
関かれている要素は『テクストJそれ自体であるとし、 『テクスト」を





できるならば、設々はその意味を箆解することができる 0 J i 0）という
考え方であり、 以下4こ毒事げる3つの特徴がある。
1 ）メディアの fテクスト』についての細心の研究から鋭み取れる r~
味J は、必ずしも創作者によって想図された、あるいは受付手から












































I, iiるという考え方には批判的ですらある。 ~味 と は、関係や対比
や文脈に由来するものであり、言及I:とi;t関係のないものと考えら
れるからである．























文法や統語の~則を超えて、テクストの縫合的 ・ 潜在的 ・ 文化依存的な
態味を規定している記号システムの性質を篠究してきた。そのため、
直示的意味（denot at i ve圃eani ng）と同様、内包的愈味（connotative




























































第 I：稼第4節で縫示したテレ ビ・スポ ツーの伸話作用に関する研究に
ついての枠組から、テレピの内容分析と視聴者の神絡の解釈に焦点会当
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袋 2-2. 被験者としての俊聴者と甲子図スタン ドでの観客者数
甲子園スタンド
銭 ぷc、 名 観庫事者 数
での銀銭者数
決 勝 戦〈第14臼） 2 2 
司自決勝戦 第13日第 2＇式会） 2 2 
2 回 戦（!4l 9日第3！式会） 3 

































































1 勝敗 2高校生のプレー Sスター選手を見る
4その他 ) 5 4骨になし
<a＞これまでに何回高校野球を見に甲子関球舗に来ましたか？
1 1 0回以上 2 4-9悶 3 1-3聞
く4＞今年の大会期間中はこれまでに何回来ましたか？















































1 10回以上 2 4-9回 3 1-3回 4 
く4＞今年の大会期間中はこれまでに何回来ましたか？



























































































































































する．さらに、第 2回肉筆 ｛平成元年 （1989)11月188～11月25日〉で
は、第 l因調査を踏まえて、より深く池田町民と甲子園との関わりにつ
いて純査する．これ らの方法によって、甲子慰霊子球の神話と共同体に
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に～？.ti・：＇ゅ叩＇i'I~~ ' . . JP握、
『アメリカから日本にポールを待って来たのは、木戸零正であるが、6ぞ；..~i:-: 
の一つの大切なポ一ルが破れ始めた．綾度となく髭むて4ま縫ひ綾ぴては /:i~，；芯
縫ひしたものだ．試合中など若し綻ぴで：＆唱．ると rおい 1ちよつと宇寺つ 二，．．
l"A.t 




























































あった らしい．一自覚には、米国によくある「 レクリエーシ冒 ン・パーク J






























































































































































示する と岡崎に、時代を先限りしている という窓線、 すなわち後進国日
本の中で彼らだけが欧米先進諸国の文化を担っている存花であるという
g：織を満足させたに違いないのである．J I 8 > とその符微をいえるだろ
う． しかし、この時期において、移入剣のハイカラ風から徐有に蛮風が
野 r~ 文化の中で芽生え、 さらに、 学校rmや古学校対クラプの対銃試合にお
いてその鋭争心が高織することで、さらにその夜風の気が広がったと秒
えられる． しかしながら、 当時大学に入学できる、もし くは商船、JflJ王代






( 3 ）一高時代（明治23年（ 1890）～明治36年（ 1903）頃｝
明治6年（ 187 3 ）関街£1!俄学校と 共に聖子球が初めて毘本で行われたと き
れる開成t創立、明治10年4,IJ東京大学予備門に改称され、さらに明治19年
。（18 86 ) 4月にエ利予備門と法科予備門が合併し、第一商事F中学校に改め
られていく中で、 ベースボール会すなわち野l'J?ti! （，他の学校やクラ ブ共































































‘’.. ~に派遣されたる人なりし．後. t境事lt図の往復にて‘ f世も1書自の，f1! 


























悪事をなさんことを緩ひけり、Jlt欺!tl以後のペースボーlレ会は、 最も主示 ・？；；：， ·~・
るが為に非ずして．
,..,,. . . . .. . .  . .. . .
if理事たる働中一片の気を.1.RにtEして外に.示する
ゐJi1: ~h. ；， 、而して綬船主大挙して是れが後錫となり 、 ベースポール
は巴仁枝設に進み． 告か位Bl.it~二え主二んを ii-?-t ： 共お気き色bλ
とせるの時な りしを以て． fiが舗の寛告は袋自の比にあらず、後勺て其




対 2で大野、 f習時使拍手帳声の裡に、 我選手1初めて二十四点の大野な























































































































明治24年（1891 ) 4月 2日に明治学院・沼港倶楽偲遥合チームを絞っ
て「萌集を萄立』して後、ー中聖子~昔＇＇孟、 24年 2戦 21書、 25年 1職 11 、
26年 1勝 1敗と少ない試合数の中でひたすら練習に励んだ.27年 5月に












、 ? ? ， ，
?， 、
?
｛ ? ー ???． 、 ．』 35’とあるように鍛錬と改替を練·~の伴侶とするを忘るるべからず．
に鍛錬を1重ねて、必ずや勝利しようという精神がみらわれている． これ







I. 134グラム ｝乃ヨ［45オンス（約l.当時の規定のところを ~oオ ンス｛約
J 36>とい276グラム｝のものを透らせて毎晩ねる前に千本織りをやる．
った練習をしたのである．i主3) 




















寝食を忘る、者数日、 幸ひに諸子の手に潟りて以て書事名を毒事訴ざるをi4f二；~~.... :I. 
たり、話革手の労を謝す J 38> と－1;’F~告容の名誉をIiつけることなぐ・
勝利したことを紛えている． そして．織多の悠般の中で木下広次前牧長88・＇.＂＞：・”； 




る処なることを、 1、g:人少:t1寺第者は、 独 0妓衡の点のみあらず、
智識の点に於ても、 向く光鰍ある全勝を侍するの資務あるを記憶されん
ことを、 Jというもので． 日本の重完全道の精神のよに野献を捉え．学生
の志賀＼fl，錫、綬鳳の作興、 そして、 会人間的な成長をするil王手像を!1~ 
及び野球選手に廷していたことが理解できる． ょのような武士道の粉鱒









か、 fti書ゐ晶画主たLをしを俗おき主：：i: L~霊祭た会 LJ古住をおとゐht 
なるなり．
洋人の型車聖震の利をま見くを！聞くに、 日｛ー｝判断を明夜敏活ならしむ、

















































ある． そして、明治23年3Jlに始まる寄宿舎は、 『自治と 責任J、 『精神
修養』の場であり、まさに中学生らしく心身を修畿するために生活する
と之ろなのである． こうした中で、 同年9月には、 f全校の図績と文武に


















? 、 、 ， 、 ．






























































を織はんと告白すと！日！く、 野球il4の氾法は突にdtI崎に筏りとす、… 』， •~I ，；.：；；；~f(l議
1、，：.Yi宏、担’z
森脇らが、ζをi、.:'(t~~~rw#. とある． -7.留の滋王手である哲I井、戸村、 総 41：、~口 、 弁殿、
1ti議者として．また郷.Il.の先鋭として地方の4’学倹に出向志野球に対す
るヨ号えアi.練習iii去、戦術などを伝授したことはこのことから明らかで
あろう． 上記にあるように、栃木中学校、 茨城中学校、 第五百E等学1車、
第二高高等学校のほか、 l凋衝では、神戸第一中学校． 神戸商漢字枚、 開！；事
柱、 第三高等学校などが、 神戸の在留外人やキリスト理主主主役飾によゥて、
！野mlを行うようになった．




明治32~i;に迎えて絞備が充実し ． 1~1 i~l例年にはアメリカ、 ミシ:I.／ン大学






































ようになる. 4？’そ して、明治39年（1906) 4月第三高等学校から第一高
等学校への銚戦に始まった一高対三高め定期織を皮切りに各高等学佼及
び中学校や大学で定期戦を行うようになった． ( -j1高対三高の定期総は


















である． 表 3-1. をみればわかるとおり各処方ごとに徴綬ずつではあ







はあったものの、 -i9i時代からあった f負けたら恥』 f絶対鱒たねばな
らぬ Jといった勝利玄土主iの武士約締得よりも「正々堂々、男らしく
ぺストを尽くす』ことを11視する野~観が芸FI！えてくる．従来の線神修























盟治却における中等生芋後箪愛広念~ 3 -1. 
地方 年 大会
関策他方 明治37年 2売総県内中学野E事迎合大会（ 5校絞）
明治43年 東京での中学祭主京大会 ( 8 ) 
東海地方 明治35年 東海結五燥大会 ( 5校｝
明治35年 三 主俗、関西野線大会 ( 3 t空）
中国他方 明治40年 六高主催、近県遂合野王ま大会
山陰他方 明if;l39年 山陰野球大会 ( 5綬｝
北援絶1i 明治44年 凶i;主催、北韓関西野波大会
明治例年 新糧事燥大会 ( 4綬｝
長野県大会
九州地方 明治36年 .li荷主傷、中等野球大会 ( 4絞）
明治専門主催の大会
東北地方 明治33年 数岡県下中寄宇野球大会
明治44年 二百革主催の大会 ( 7綬）
｛ ｝内は著書加校の裁である











































































































































6月 1自には一高に 9対 6で勝ち、その3日後の 8月 4自の第 2回早慶戦
で13対 7の勝測を得ていよいよ早稲田は球界の靭鎗を鐙ったのである．




























































































































































ニ厄ゐお元をヤhitl 与し：、ゐセあ~ -(: S暗訟を~·mふたおミ必長f孟を
ただ自ずから金~tL1:" 公平なる鏡抜をやらたかおb き今i.h i;c j: 
反するものである．
い．
ろしいのである． シ~7 ·.ケ~~ゐ信待 ij;i士長主おゐ金旬たamキユえき
きものであるから、運動家はまず8らよれを体験し．これを金生涯に実





とをm観するのである． 『医者の不安全と いうこと があるが、
~んで巡動主主の不aom11 と いう こと がある ． 病気を治療する I! 翁が不豊島芝生？
をやり、 鍵.El!I曽JI!を目的のーとして居るべき答の運動家が暴飲暴食を平
気である と言うのは、あたかも然教や~re：をおt く 者が不品行をやるのとミ





鋭、 f古里E視について 当の安~ri'ltt 自身lま．日本の武士遂の締神と閉じも






























































































































• •I<( (I<・.( lit合終結線下BlJ という歎願書を縫出し、野~を教えてくれる先生に対
toるS精子の本t；をもって対以しなければその篠宮試合容えできなか弓た状
況にあった．・引こうした中で、一高を倒さんとする府下の中学4商佼















公衆の前に立ってU 堂々の様皮を隻成する大和良線の絡奉ともいうよ ti:Eh 

















いうのは偽答者の•·っ赤な唱である。ゃれパントだサクリフ 7 イスだと .＼ .；，~：・
研究する、ピッチング、パッチングと頭をひねる．これ皆、野疎術のた ＼~持





少のように）学校を代表して紳士らしく綜合をしたならば、 〈学教の） ＇会｛ 1
十申立書it）忠
良好な気風を養うにいかにカあるかJ •• ，と青木袋ーは、 日本の武道に ’ 
見られる正々堂々男らしく戦い、 Eえを繰ることで精進し、気風を餐うこ ::y~；＞！·＇＇ 














精神野Eまを下敷きにして、 r IE々 堂々』 『男らしく J f元気』に戦う
f ’~J 、『精神jを「修餐Jする I武士道」 として野琢を行うという鍛
念がみられる． ここには、一高時代にあ今大 f負けたら恥1 『何がなん
でも目撃うjという勝利至よ主袋よりも『ペストを尽くすJ 「紳士らしくJ
気男らし。〈」 。r正々堂々 Jと戦う ことが、 『真正の勝利Jであるとする
ーI3 2 -
"':' ~ '"~~i~＜ このようは、仰向大学問州、地方の中学校へもコーチ抗議主品川lfi(ム、 、；川崎語感染













.!fl. t市聞大学 三Il:第二中学 1l.!@ 
岐』主中学 小川、役邸








腹応大学 松江、飯Efl 、 1胤紡中~~ lfi昔日
減、上田中学 小山、 Eηf




主 3 -2 . 
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春浪）
て聖子~界のあり方を 2泣いて い ったものもある ．
(1905）に出版された橋戸俗箸の 『最近野~i術B の序文で、
日本iま武の闘也、古旅武を以て簡を建つ、今日柔弱なる似非文明の風吹
























c . •< ~うち・令
自家躍Ei中のものと録し、
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・市政t意義















る関心を与せ、 『冒険也界』 （明治41年、1908、i’文館発干1)や f武侠
























































































































村山・上野商社長を動かした。 ・J• 31 とその経織を脚j；！，~ ~~；i~~ふ議
川流干す


























今度lま大戦とal:りをつける.にした。 . '•?' ． , '>-H“ . '' 
、
、
問 I4 0 - 、

























た0 ~ ＇ ・u とうっすらと金悶的線機での野E重大会開鍛への興味を持って
-I 4 1 -
． 
、且

























ゐたのである、ところが恩ひきや、 三十分の後にIi『巡らう I! Jといふ
ことになった、....J・3 としており、長谷川知廷闘祉会館長、村山総






る． しかしながら、朝日新聞社は、東京朝日新聞社が明治4•年（ I~fl) 
元凶
に f野縁日時』 を符集し、学生野琢反対の鎗蛾を繰り広げでい 時？葬；~（＇.
これにもカ、かわらず、急車正直下、会圏中等学佼f鹿野路大会を主催する，
ことを決めたのはどうしてなのか、次項で分H干する。 ..、'" i>'.:•i" －，、

















































































































































































































































































































































































































































r It疎開.演説会jを開催 し、 野Eまの健全性、身体発途に対する必要性
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『中等野E事大会などに f錦の御lt』と同 じさ主同じ生地の皇国織である ．
士ti!で優勝旗争犠ったこ とが世間にわかつ ては大問題となることが必至だ
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’＼ . ' 
「模範的Jな青少年らしい人間で
6 0一
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白 0・' ＇ ι向、、.＇・
>. 
ある。


















































































































































































































ったJ I % f）のである．大正ll年に既に規定を作らなければ らないほどの
状況に中等学校野球界がなっていたことも驚きであるが、 主催者たる明
日新聞社がいかに中等学校野疎の神経を守ろうとしたかが理解できょう．
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『男らしく jすべてに rTI.しく 、模範的なJよいだろう。十「純真でJ
でf繍jlfJ の;f脊少年Jが『スポーツマンシップJと fフェアプレイJ ． 、
を見せるという甲子園野球の歴｝~ ~他方の代荻J として f 綴刺たる妙技』
一
「そうではない史附に自由成怠れてきた神話と微々伝それに反する現実＝




一 早稲悶大空宇野隊司~o B刑m穏洲の言説 ー
これまで見てきたとおり、甲子関野践は f純真で』 『男らしく j 『す
べてに正し〈、模範的な』 「1青少年J(J< fスポーツマンシッブJと『フ
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． ，
’：務惑や
野康について限っていえば新聞に多章受侠策したのは、衆国である． : ,. 引.：：~ィ与
" i¥ :'f;J ! ＇.＆）~機器議
水戸中学時代から聖子Iまの線留に明げ主主れたm回は、中学時代の野路生 1議，＇







がある。……（中略） ・・ ボーlレの姿が自に映らなくなるま で私は級友




















々に努lまれない。 Iii; 合には負けたが北般の滑 Ill 、＇~主主の !JI JJ~;jヒ、九州の
, ..持＇.1 ,;J!\i!r1~イ《筑前鈴、 会精力をかけたあの試合、本：~ にうれしいと思う。 。二］，；｛＼＇ヘ；出
野J;R を時1なるJI帯魚~Jl のように:Jl・える jjif に、心を洗う修制i こそ l'1i校野球
の本質であろう。 品tちのあるティ ームには町1子関の戸俊も集まり、勝た
してやりたくもある． f来年も来いJItグラウンド ・マナーのJーエラ
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中学へ 家業へ 師範へ｛高師j 場門へ 大学へ
明治252手 0. 8 0. 6 0 •. 07
明治33年 3. 7 o. 7 0. 7 0. 2 
明治~1年 4. 0 0. 4 (0. 02) 1. 2 0. 3 
大正 2~ 3. 9 o. 4 (0. 03} I. l 0. 3 
大正 8年 4. 3 I. 9 o. 4 (0. 03) I. 3 0. 3 
大正15iF 8.3 4. 1 o. 6 (0. 04) I. 8 I. 3 
昭和 5年 7. 8 4. 8 0.5(0.04) 2. 0 1. 6 
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がいる． 霊式合開始前からの怒筒、潟声、ウワォ とー いう
＆・
闘の7封． そのやかま しいこと級々しいこ と。 fil手の うし
ろにいる三笠アンパイヤーの判定が外野に聞こえないか
ら、 ニ~手の僕がリレーして、外野へ向か つて、 い ち い
ちポールボール、またストライタストライタ.J I ＇・3




るが、絞っかの li;~にもその熱狂ぶりをみることができる 0 II t I 
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1929. p. p. 21” 前l日Vil削指；，JOB）籾日新開社；会問中等製校野欧米命史，




p. 53. 111）前燭笹I08), 
p. 8. 112 l高Ii$書I07 ) ,
p. 2. 113）前燭笹108). 






. ' ’e . 
、
． 








-l 8 3 -
103 ） ~l ~済；十倒年聞の回航．納日新f封Ill:,
p. p. I -2.1929, 
106 ）前持~l普 l03). 
ll1 ）前！~笹 I07), 
・＜




122）前持~l!f 108), p, 156・157.
123）全国高校野放巡盟 ；プロIfI事の勧畿に関する通途，昭和30年9月．
久保図 i喝行； ~Ji校野涼五十年• I寺再Ji辺信社. 1956, p.p.301・302.
124）会問高校野E求辿盟，高校野E事選手のプロ野獄入団についての$し合
せ事項， 昭手口30王手12月3日， 1955. 
125）プロ野E事実行祭員会；高校滋手に対する申し合せ，昭和30年12月14
日＇ 19 55. 
126）前掲書108), p. 47. 
127）前掲番108),P: 47. 
128）前掲嘗108), p. 46. 
129）籾日新聞社；朝日新聞平成2年 5月25日，朝日新聞社，1990.
130）飛回総洲；怒鴻と磯節と野Eま，飛回総洲；野球生活・の思い出，ベー




ルマガグン社， 1986,p, p. 354-358. 
133）飛回線洲；少年球士tこ与う．飛田I！捌；野E章生活の患い出，ペース
ボールマガジン社， 1986,p, p. 43-54. 
134）飛回廊洲；奥行野Eまと祭生野~，朝日新聞社；朝日新聞，昭和 11年
3月168,1936. 

















3 .F.17日， 1936. 
136）大和涼土；野嫁百年，時事通｛吉社， 1976, p. p. 73幡 75.
137）伺上e.p. 6. 
138）君島一郎，木下道雄；灘紛・一， 商三商戦， 三商問窓会t;I i'!I陵s
昭和46年第4号， ;ft島一郎；日本聖子J,j(剣ilfi日．
ン社， 1972, p.p.180・183.
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映像はその中心的な事象から分叙すると、 キt，ラクターとして、ピッ ’？ 
十e‘、1
チゃーとバッタ一、 ピッチャーのアップ、 フ7インプレイの野手のアヲ 、，、ι
プ、 ヒットを打ったランナーのアップ、ランナーの状況を示すもの、監
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地元での応援に関する紳認が生まれる根拠となろう。
表 4ー 1. 映像の内容と時r.a数
準決勝戦 決勝載 i、，
時間（秒〉 割合〈%〉 時間｛抄） 制合〈%〉
ピッチャーとバッタ｝ 2332 2 4. 1 2373 2 6. 1 
ピッチャー ｛アップ〉 1639 1 5. 9 1450 1 5. 9 
バッター 〈アッフ．〉 1960 2 o.3 1469 1 6.ぷ1
野手（アッフヲ 255 2. 6 370 4, 1 
キ ファインプレーの
。野手（アップ〉 13 0. l 98 1. 1 
ヤ ヒットをrった
ランナー （アップ〉 310 3. 2 160 1. 8 
ヲ ランナーの状況
司． 405 4. 2 363 4, 0 
ク 監督〈アップ〉
562 5. a 458 5. 0 
ダッグアウトの儀子 27 o. 3 257 2. 8 
タ 応援団，地元での応媛
〈アッフ．〉 577 6. 0 503 5. 5 
応援団，幼冗での応I愛
〈アッフツ 39 o. 4 34 o. 4 
スタンドの人々 77 o. a 1 2 1 1. :.3 
その他 540 5. 6 501 5, 5 
E十 8636 8 9, 3 8157 8 9. 6 
非 打Z主ボール 49 7. 5. 2 453 5. 0 
キ スコアー ボー ド，
ヤ r 示ボード 145 1. 5 88 o. 9 
ラ 空，肉野スヲンドの
タ 鹿糠，綴
50 o. 5 32 o. 4 
応援に関ずるもの 。 。 34 o. 4 
タ その他 1 9 o. 2 。 ' 0 
小 E十 7 1 1 7, 4 607 6. 7 
スローモーション 323 3. 3 337 3, 7 







( 2 ）音声の内容分針 ‘熟.（~＇：~~対liki;
音声については、人の戸としてアナウンサー、解鋭者、場内アナウン 伊同
、：·~｛A~、持l~i：~伊
ス、選手、応媛、校歌にカテゴリー分けでき、 また人の戸以外では、 拍 窓.~1；·~.







































時間〈秒〉 ．割合（%〉 時間〈秒〉 割合〈%〉
人 アナウンザ｝・ 3891 40. 2Q. 3892 '12. 76 
」窃旦肉盤ア者ナウシス
167 1 1 7. 28 1584 1 7. 4 0 
の 153 1' 5 9 169 1. 8 6 
退手 2 0' 02 。 。
"/If 応援
〈り＊ーヲー 〉 250 2. 58 371 4, 0 8 
絞欧 4, 6 o. 48 8 1 o. 6 9 
小1十 6013 6 2' 19 6097 6 6. 9 9 
人 I自手・歓声 288 ’2. 98 407 4' 4, 7 
の
応そtのサ量2盤イE畳レ血ン二重盟ー童
3176 32. 84 2484 27. 2 9 
声 15 7 1' 62 100 1 • 1 0 
以 22 o. 2 3 7 o. 0 8 
外 その！出 I 4 0' 14 6 0. 0 7 
小1十 3657 3 7' 8 l 300'1 3 3. 0 1 














. , ::'-'•\: . ~ 
リボー ヲー 他 . '・  
時間《悶E 冨1合〈%〉 時間｛秒｝ 割合（%）＇
ピッチャ｝の 鴻. •,,,fdi~i 
；＼.鍾v乏絞タ首ー二す車分の析温
150 1. 6 5 238 2. 6 2 
239 2. 6 3 1 3 8 I . 6 2 
• ，ぺi・十4
名まえ l 9 1 2. I 0 。 。
成績 375 4. l 2 。 。
f支術分析 6,8 o. 7 5 206 2. 2 6 
情報 1 0 0 I. I 0 。 。
野手の名まえ 1 q,3 I. 5 7 。 ． 
ナ 分析 188 2. 0マ I 7 6 1 . 9 3 
ヒットの
f支術分析 1 l 7 } , 2 9 233 2.56 
ヒット以外の
2責．分析 20 O. 2 I 78 0. B 6 
ランナーの
状況 50 o. 5 5 。 。
監督忽介 28 o. 3 1 。
f乍戦の予1浮懇価と
166 ) . 8 2 19 9 2. 1 9
タぽ』ムの展開 14. 4 ) . 5 8 ) 5 7 1 . 7 4 
Bili義 162 }. 7 8 。 。
テ｝ムの特徴 241 2. 6 5 ) 0 4 I. 1 2 町酔 町酔’，
ス一タ盛シ藍ドの
165 } , 8 1 。 。371 4. 0 8 
状況 33 o. 3 6 。 。
天候ー 34 o. 3 7 。 。
実i兄 1226 I 3. 4 7 。 。
その他 52 o. 5 7 55 o. 6 0 ． ' .・. 




? ? ? ?
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アナウンサー ｜ 解思考 I ・'J＊－ター 1自 吋汁や













?? ? ? ? ? ? ?
2. 851 415 
1. 421 164 
o. dー 企8
2; 781 329 
1. 861 229 
3. o 5 I o 
I. 1 3 I 12 2 
O.IJ.91 0 
o. 2 s I o 
1. 241 0 
14. 421 0 
1. 121 20 
40. 24 I 1 671 
- 1 9 3由
4. 29 




















o. 2 1 
1 7. 2 8 
， 
25 0 2. 50 
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” 6制JI2. sos' 
6.刷‘1・22.2；副
6. G伺，，22. 072 
6. 6911 21. 951 
6. 7371 21. 8 
6. 8331 ll. 281 
6.制DI 20. 9Jo 
1c 
S. 36G［昭和;i
I. 8761 52 
13. 9921 53 
13. 33ll S4 
13. 2291 55 
13, D・lll 56 


































































6. 5341 23. 94 
6. 57甜幻.694
6.帥， 23,36















































このよ うな、風土、自然環境にあって、 池岡高校 （普通科）にほとん
どの町民が進学していく．~節ではこ う した泡田町の自然環絡をふま え
て町民が池図~佼にどのよ う な思れを抱~、 地問潟校の精神性がどのよ
うに作られたかについて述べる．










ある．前PTA会長で同校卒業生真鍋忠雄Ii、 rf車たれ 1情たれ！明朗たれ I' 














20》 また同じ記念誌には、 F高めよ。質重軽剛健”の風』 21）や F滋校生




せる．この『質実捌健 j の精神は、 i也図高校の産省銘として f f(~剛健
を本旨としよう 生活l主事t紫に、 人間関係Ii誠実に、 そして心も体
も強くたくましい人間を育てるという本絞め校訓の現役的意織をよく痩
解し、自己形成に努めよ うJと穏わ九ており、 r 1t~健Mil6t Jの精神が池
田高校気質の中絞にあ ることがわかる． このよ う紅、池田が総会と達っ
た大自然の中にあって、 -nで級会に対する後れがあることを忽めなが






ザ‘1&7戸隠高殺生らし くあることを望んでいる ． 野線郎のコーチで、保健体育科、記i:rf!i~緩
はない．
生徒が重き型、学期ljI震の箸方等の身だしなみ、＊行に教諭の問問康志は．
ついてまず規則正しく 、 池田高校の紛糾こあっ た生活を ほとんどの学生、’＇1{t1J~~
































































































































































I品拠地斑・西．本木町 訟繍 陰 16 傍寄舎町 量l・画 4自民事列
2 島西・lit.！島宮下 山本茂晴 17 級野．新1U 新居 E帯
3 持続町 ~t·Jtf·中．観霊会 真鍋 10：郎 竹図友治18 司El'. 
新町 Il・中・西 19 佐Jfilき ID.本 態市
4 繍 HI 文雄
北新町東・西 20 三縄 竹園勉弘
5 かじゃ町.Il町．本町 笠井熊太郎 21 三底 属高野 1'勝
中湖．炭ljr通 22 E阻まE 氏周 衡平
6 倒野眠且
f手足過.JI!中遍 2l 三野 河野 gp－郎
中町．筒lJ!l!:S 24 辻 島 E邑 !It治
1 Jl鍋体太郎
井内 阿佐光子商町本商事．谷町 25 
8 街地被鮒．大過．大過活 中村茂明l 26 足 t 谷 線 智
9 西町火i皿．大通階事1 ID H 迅I且 27 昼間 能野 司量
10 鍬E甚 JI(・中・西 平 Jg Il ~ 28 Ii .IJl 間続倭夫
I 矢耳E，西中道 山 Il 事弘 29 三名 岨 flt行康




宮被13 地網 m・~t・芭．高友 m鵡雌畠 西 Ir 
14 駅前 m ・ ~t 犬山正夫 31 主t・ El 大 和 哩E
上野火過．上野中大通 32 Il 光 ‘ 小谷鯵己IS 紙調 I!/ "' ~馬 蔵本願償丸山 Il・ '1，・ ~t，土亦欄 33 
［治問高校野球部史編集~員会：遵甥への道一徳島県立池田高佼野球部



























いて 『3千円、5千円、 l万円と ｛寄付金額が）あるみたい． 今どき、
映画見に行ったって3500円くらいするやろ．ち千円で2～3時間楽しま
せてくれるんやし． Jと述べた上で、 『ぞれに‘池凶の4存ーと酔たちもよう
















福原勉』士、 r寄付金？ 一口3000円． 兄弟3人とおじさん入オ1てすごい額








































































































































手，j鞠F ー「 I 仁豆雪ゴ
I 問檀担凶似 I l i血a1町司人iJ l 
図1 1989. s:4.池Sill伎野稼鶴甲子園出発栓行会















包主主主ム土~~昔認を心からご期待を申 し上げたいと思います．ど う ぞ長
了荷量でありますので、健康には、特に御留tをされて、こんなにたくさ
んの御期待に応えるべく、存分の御活織をお願い申し上げまして壮行の
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試合は3 時間37分、 4書簡選手の扱lヂた 216~韓日を左中間にサヨナラヒッ




















































































































































つのピッチングマシーンとパッティング ・ピヲチ守 にーよって 3つのパ
ッティング・グージに向かつてボールが走る， 140Xmを超えるスピードポ
＿，レ、 130K11のポールそしてピッチ々ーがプレートより2mくらい青年で役




ている． 「そういう野球もそり令必要ιキけんど、 平侯がのびんを、 そ
んなことしてた．らな．野球の銭術的にな．巨人の土田君みたいになって































































































t‘；0: ・，、浮いでしもうたらまずい．池田の町でも浮かんよ うにしとらなあかんを． j 




れた人も必るし、 ほんま‘ ほんなこと、 やつはし そういうような人に
対してそんなことはできん．優勝したからちゅうて、学校かわって給料






このように蕩文也のパーソナリテ 4 を i'1~ にして池回高校U甲子園で
活継し、神話を作ってきた． それでは、蔦自身は、 池田荷役の神話をど
う2思議しているのだろ うか．
『今までl番印象深い試合い うたら、 『さわやかイレブン1ゃな． そ
うじ~ － 弱いチームであそこまでもっていく． それがおもしろい．水野
ん時4立、 あれは、 ほんまに『強い』ゥていうチ』ム． 弱いのを強うにす
る．どういうふうにして上位に進出するかいうのがやゥばり、 その過程
-238・
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敗戦にもつながってきていると思います．去年（昭和63年夏の大会｝出 、'i?; '%}' 'J 
t 
てますね． 今年の春も、夏も、また来年（平成2年｝の春も出れないて干





rさわやかで、 のびのびした、 高校生ら しい池高Jの神話は、：蔦flt密
を中t棄に過去に．おいて作られ、そして現在もその神宮置を生きようとする
























































































































































































































































































































































































































































ついて、パーソナリテ4 ・フェノタイプとして考える． ( I!園高畿
の監督と甲子園｝
• • 9 3》
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『おー IJ 「打つ打つ． 』 『やはηItめですね．
< 2回ウラ〉
〈。 2アウトからエラーがでる
「あつあゥあー． 車E・だったね.~トのは． J 
ランナー lJ1からセンタ－1'. 『あー J
し念、し三援でチ土ンジとして fん一． J 




ノーアウト 1JIからライトフライrあー 、残念． 』





3アウト． 『あー あ． J 
< 3回ウラ〉
-272・









（パス） 90台！ I J 
アナ rr倒t豊田で潜えたのでしょうか． J 


























































''.)'.• ' , 
p Lのとき桑田に俄とるしな．『この子扱げるとき帽子が績へいくな．


















































ノーアウト 1 塁．キ守γチ－＼＇ーからま鯵j聖堂、 悶－~セー 7.
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r 機関は絶対｛パントを｝やらんがを．打つをき4まワイワイやるが. J 
パント

































































『カープ行けよ.tJー プ、 jJー プ.＇？｝ープぞ．』
9回ウラ終7「玄舗｛瀞図町長｝に曾うてこないかんを．甲子園手？って
住主主ュエι 〈ピヲチャーを） J 
治省チア'IJ-1レが破る





































『打てよ－§£. ボー ンと． J 
















rカバ 、ー カバー ． J 
「内野安打！ J 『豊亙盗ぷ立a




『はじめてじキけんな． マウンドょったの． J 




f友やろ． 』 fホームゲッツーが最高やけどな． 』

































































「Mv Pよ. J 
レフト前ヒット
rょっし守、よし今一. J 




rいけいけいけ ！いけ！ J 
rあー．」
奥さんは、 rせこいで. J 
『こん会ん見よゥただけで什.Lこならんでゐ I
< 1 2国ウラ〉
アナ 「試合開始12時42分ですからもう 3時間です. J 
rもう 3時間じ々.J 







f永井はどへタゃった. J { 0 Bの選手｝
( 1 3図表：池図攻撃〉



































































『三娠しかない．』カウント 2-0 • 





r気抜くなよ. J 「との 1君事勝負じキ.J 
『あれ、ボーIレいわれるのと、ストライクとえらい遭うよ． 」
『また、高めや．』
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